
      

久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念
連
載
の
第

２
回
は
、
梅
林
寺
の
有
馬
家
墓
所
を
紹
介

し
ま
す
。
前
回
取
り
上
げ
た
国
の
重
要
文

化
財
「
有
馬
家
霊
屋
（
た
ま
や
）
五
棟
」

を
含
め
、「
久
留
米
藩
主
有
馬
家
墓
所
」
の

全
域
が
今
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
大
名
家
墓
所
の
２
重
指
定

は
、
全
国
で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。 

 

今
回
ゲ
ス
ト
の
神
保
さ
ん
（
久
留
米
市

文
化
財
保
護
課
）
は
、
２
０
年
余
り
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
に
携
わ
り
、
現
在
は

史
跡
や
歴
史
的
建
造
物
な
ど
幅
広
く
文
化

財
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
．
有
馬
家
墓
所
と
は
？ 

（
神
保
） 

江
戸
時
代
に
久
留
米
藩
２
１

万
石
を
治
め
た
大
名
・
有
馬
家
の
菩
提
を

弔
い
、
初
代
藩
主
有
馬
豊
氏
（
と
よ
う
じ
）

の
父
・
則
頼
（
の
り
よ
り
）
か
ら
１
０
代

藩
主
頼
永
（
よ
り
と
お
）
ま
で
、
明
治
維

新
を
迎
え
る
前
に
亡
く
な
っ
た
歴
代
藩
主

を
祀
る
墓
所
で
す
。 

 

初
代
豊
氏
、
２
代
忠
頼
（
た
だ
よ
り
）、

７
代
頼
徸
（
よ
り
ゆ
き
）、
１
０
代
頼
永
が

埋
葬
さ
れ
、
そ
の
上
に
墓
塔
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
で
死
去
し
、
祥
雲
寺
（
東

京
都
港
区
）
に
埋
葬
さ
れ
た
藩
主
に
つ
い

て
も
、
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
ま
す
。
歴
代

藩
主
を
揃
っ
て
祀
る
事
例
は
、
全
国
的
に 

                    

希
少
で
す
。
他
に
、
藩
主
の
子
息
や
、
殉 

死
（
じ
ゅ
ん
し
）
し
た
家
臣
の
墓
も
あ
り

ま
す
。 

                        

Ｑ
．墓
所
に
は
建
物
と
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ
は
？ 

（
神
保
） 

２
代
忠
頼
ま
で
は
、
木
造
の

霊
屋
が
建
立
さ
れ
ま
す
。
３
代
頼
利
（
よ

り
と
し
）
以
降
は
霊
屋
を
設
け
ず
、
三
重

石
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
藩

主
在
位
１
年
に
も
満
た
な
い
５
代
頼
旨

（
よ
り
む
ね
）
に
つ
い
て
は
、
春
林
院
霊

屋
の
な
か
に
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

三
重
石
塔
は
墓
塔
も
供
養
塔
も
、
藩
主

と
い
う
立
場
に
相
応
し
く
、
高
さ
約
４
メ

ー
ト
ル
と
巨
大
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
屋
根
の
反
り
な
ど
を
見
比
べ
て
も
、

ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
し
て
い
ま
す
。
３
代
頼

利
が
死
去
し
た
際
に
、
藩
主
の
お
墓
の
形

が
確
立
し
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
踏
襲
さ

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

「
久
留
米
藩
主
有
馬
家
墓
所
」
は
、
江

戸
時
代
の
状
態
が
良
好
に
残
り
、
移
り
変

わ
り
が
分
か
る
こ
と
が
、
た
い
へ
ん
貴
重

で
あ
る
と
し
て
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

＊ 

 

歴
史
文
化
か
お
る
京
町
校
区
に
、
ま
た

１
つ
新
た
な
指
定
文
化
財
が
誕
生
し
ま
す
。 

（
聞
き
手 

市
文
化
財
保
護
課 

穴
井
） 

久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念 

 
京
町
校
区
の
見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ 
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